
総
会
・
懇
親
会

　

  （
平
成
21
年
11
月
21
日
）

⒀

“
運
営
読
本
”
完
成

　

京
浜
同
窓
会
の
運
営
の
中
核
を
担
っ
て

い
る
当
番
幹
事
の
為
の
運
営
読
本
が
完
成

し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
の
幹
事
諸
君
が
積

み
上
げ
て
く
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
形
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

　

会
報
の
編
集
・
発
送
に
あ
た
っ
て
苦
労

し
た
こ
と
、
毎
年
の
懇
親
会
の
準
備
・
進

行
な
ど
で
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
、

経
験
や
失
敗
談
を
交
え
て
噛
み
砕
い
て
あ

り
ま
す
。

　

今
後
幹
事
が
周
っ
て
く
る
昭
和
五
十
年

代
後
半
卒
以
降
の
年
代
は
人
員
も
不
足
気

味
。
百
人
力
と
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
整
備

し
ま
し
た
が
、
仲
間
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
力
に
な
り
ま
す
。
岡
山
の
皆
さ
ん
も
京

浜
在
住
の
お
知
り
合
い
の
方
を
是
非
ご
紹

介
下
さ
い
。

　
（
事
務
局
長　

四
十
七
年
卒　

妹
島
哲
生
）

京
浜
同
窓
会

近
畿
同
窓
会

　

去
る
８
月
28
日
㈯
、
平
成
22
年
度
第

２
回
幹
事
会
が
17
名
の
出
席
で
開
催
。

議
長
は
冒
頭
、
今
春
ご
逝
去
さ
れ
た
谷

本
貞
人
顧
問
と
足
立
通
幹
事
に
黙
祷
を

さ
さ
げ
た
後
、
会
計
報
告
、
本
年
度
総

会
進
捗
状
況
等
を
協
議
し
て
承
認
。
本

年
度
総
会
に
は
、
恩
師
の
中
山
善
弘
先

生
、
柾
木
繁
男
先
生
。
ま
た
、
朝
日
高

校
か
ら
は
平
井
校
長
・
水
田
先
生
（
英

語
）・
後
神
先
生
（
書
道
）・
則
近
先
生

（
国
語
）、
本
部
か
ら
髙
祖
理
事
長
・
秋

山
常
任
理
事
、
岡
山
県
か
ら
高
橋
大
阪

事
務
所
長
が
ご
来
駕
さ
れ
ま
す
。
和
気

藹
々
で
校
歌
斉
唱
し
ま
し
ょ
う
。

（
近
畿
会
長　

三
十
一
年
卒　

佐
藤
公
彦
）

京浜同窓会22年度総会（懇親会）お知らせ
日　　時：平成22年10月23日㈯
　　　　　総会・懇親会　12：30
場　　所：新宿京王プラザホテル　電話03−3344−0111
総会会費：一般会員9,000円（懇親会参加費7,000円+年会費2,000円）

但し、シニア割り5,000円（昭和29年以前卒）、学生会
員3,000円、ペア割り15,000円（ご夫婦とも会員）

（以上いずれも年会費込み）
新入生（含む浪人）は無料招待

近畿同窓会22年度総会（懇親会）お知らせ
日　　時：平成22年10月30日㈯　11：30開会
場　　所：大阪弥生会館２F「六甲の間」
　　　　　電話06−6373−1841
総会会費：6,000円、学生会員3,000円
　　　　　但し、同伴者はお二人で9,000円（ご夫婦とも会員）

京浜同窓会事務局
〒222−8558　横浜市港区大豆戸町275　アマノ㈱内
　　　　　　TEL：045−439−1534
　　　　　　E-mail：t.sejima@jcom.home.ne.jp

近畿同窓会事務局
〒540−0021　大阪市中央区大手通１−２−10−502
　　　　　　TEL：06−6941−4935　FAX：06−6941−5506

　

岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
創
立
135

周
年
・
岡
山
朝
日
命
名
60
周
年
祝

賀
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
を
行

い
、
257
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
会
場
ロ
ビ
ー
で
は
朝
日
命

名
60
周
年
記
念
と
し
て
「
運
動
会

の
歴
史
」
パ
ネ
ル
、
100
名
近
い
恩

師
か
ら
の
近
況
報
告
を
展
示
し
ま

し
た
。
春
の
「
朝
日
桜
花
祭
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
上
映
し
ま
し
た
。ま
た
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
当
番
学

年
、
次
年
度
当
番
学
年
及
び
同
期

会
や
還
暦
旅
行
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
た
学
年
が
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
ネ

ル
を
作
成
、
展
示
し
ま
し
た
。
他

の
学
年
の
活
動
が
わ
か
る
な
ど
好

評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

次
に
懇
親
会
で
す
が
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
は
、
当
番
学
年
の
提
案

で
行
い
ま
し
た
。
昭
和
52
年
卒
か

ら
は
全
員
参
加
の
「
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
」。同

42
年
卒
か
ら

は「
み
ん
な

で
歌
お
う
」

と
題
し
て
、

ギ
タ
ー
や
エ

レ
ク
ト
ー
ン

伴
奏
で
、
青

い
山
脈
や
高

校
三
年
生
を

歌
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
見

て
楽
し
む
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
全
員

が
参
加
で
き
る
も
の
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。

　

岡
山
市
成
人
式
の
前
日
、「
成
人

式
前
夜
祭
（
平
成
20
年
卒
第
一
回

同
期
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
支
援
の
も
と
、
平
成

20
年
卒
の
幹
事
10
数
名
が
企
画
・

運
営
を
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
前
夜
祭
は
今
年
で
６
回

目
。
初
の
成
人
式
前
夜
祭
を
行
っ

た
平
成
15
年
卒
は
、
今
年
１
月
第

２
回
同
期
会
を
開
催
、
平
成
16
年

卒
も
年
末
に
第
２
回
同
期
会
開
催

予
定
で
、
若
い
学
年
の
同
期
会
活

動
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

成
人
式
前
夜
祭

　

  （
平
成
22
年
1
月
9
日
）

第
1
部
：
校
内
イ
ベ
ン
ト

　

思
い
出
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
観
賞（
大
講
堂
）

　

ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム（
教
室
）

第
2
部
：
懇
親
会
（
三
光
荘
）

　

大
講
堂
の
皆
を
眺
め
る
。
思
い
思

い
の
服
の
せ
い
か
、
２
年
間
別
々
に

重
ね
た
時
間
の
せ
い
か
、
昔
よ
り
は

バ
ラ
バ
ラ
に
み
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

時
を
経
て
、
こ
う
し
て
ま
た
集
ま
れ

る
の
は
紛
れ
も
な
く
「
特
別
」
な
こ

と
だ
ろ
う
。

　

け
れ
ど
も
違
和
感
は
な
い
。
皆
で

集
ま
る
こ
の
光
景
は
、
僕
ら
に
と
っ

て
「
当
た
り
前
」
の
ま
ま
だ
。

　

こ
う
や
っ
て
皆
で
集
ま
る
日
が
、

ず
っ
と
先
ま
で
「
特
別
」
で
「
当
た

り
前
」
な
日
で
あ
り
続
け
れ
ば
い
い

と
僕
は
思
う
。

�

（
平
成
20
卒
幹
事　

古
田
大
地
）

　

卒
業
式
を
翌
日
に
控
え
た
こ
の

日
、
新
た
に
同
窓
生
と
な
る
３
年

生
314
名
を
迎
え
て
入
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

同
窓
会
入
会
式

　

  （
平
成
22
年
3
月
1
日
）


